
第38回 全国土地改良大会青森大会　開催
第38回全国土地改良大会青森大会が平成27年10月15日（木）13時00分から、青森市「新青森県総合運動公園マ
エダアリーナ」で開催されました。大会テーマ「土地改良の路繋ぎ　明日への確
かな途拓く」の下、全国から約3,500名の農業農村整備事業関係者が参集し、「農
業・農村の重要性」と、それを支える「農業農村整備事業の役割」を広くアピー
ルし、「強い農業」と「美しく活力ある農村」づくりを支えている土地改良事業を
力強く牽引し、魅力ある農業農村づくりを目指すとの大会宣言を採択しました。
大会式典中に行われた平成27年度土地改良事業功績者表彰では、全国土地改
良事業団体連合会長表彰に山県郡大朝土地改良区の野村常雄理事長が受賞されま
した。 土地改良事業功労者表彰

野村常雄理事長

ふるさとの田んぼと水子ども絵画展2014　水土里ネット福山理事長賞
「冬に向けてのくわいの手入れ」　掛谷　海翔
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●地域資源を徹底的に守り抜く（いなき）
いなき地区は、ほ場整備終了後約20年が経過

し農業用施設の老朽化による破損・法面形状の劣
化が見受けられます。この様な状況において農業
従事者や（農）いなきを中心に地域団体やJA等が
連携して事業に取り組んでいます。また農用地を
囲む、５㎞の猪防護柵を設置するとともに、維持
管理の軽減のためバッファゾーンを設けていま
す。猪の対策は非常に大きな効果があり、現在は
防護柵の点検・補強に力を入れています。

水路の泥上げ 農道の補修

●�地域みんなの力で持続的な農業と豊かな地域づ
くりを目指して（大谷）
平成24年度に新たに加入した大谷地区を支え

る（農）夢ファーム大谷は同年10月に設立され、
後継者育成のため「青年部」や「女性会」を同時に
立ち上げ、十数年後を視野に入れた地域づくりに

向けて取り組んでいます。
農地面積の約７割（30ha）が集積済みで、水稲

のほか酒米や白ネギの栽培に力を注いでいます。
月に１度、青年部との話し合いの中で草刈や側溝
の泥上げ、ため池の補修や猪の防護柵など農地の
管理や、景観形成のための菖蒲の植栽に取り組み、

「次世代がいつでも農業のできる場所」を目標に
活動しています。

また、農業生産に於いても、後継者たちの意欲に、
ベテラン農家が手を添える形で実現した「レタス
の定植」が、地域に新しい風を吹き込んでいます。

菖蒲の植栽 ため池の補修

●�自然環境を生かした「活力ある地域づくり」へ
（小竹）
兼業農家の多い小竹地区は、農家の担い手対策

として平成14年に設立された（農）アイ・おだけ
が農業生産の礎となり、後継者の育成に務めなが

東広島市の中央部高屋町に位置する高屋広域協定運営委員会は、平成
19年から６組織（いなき、小竹、貞重、重兼、造賀東、近信谷）がそれぞ
れ活動を行ってきましたが、平成24年度に新たに１組織（大谷）を加えて
７組織が委員会を設けて活動を行い現在に至っています。

高屋町は、住宅団地や工業団地が造成され人口が増える一方、農業従事
者の高齢化や、米価の下落などから離農に拍車がかかり、７組織にそれぞ
れ設立されている農事組合法人が中心となり営農活動をしています。

高屋広域協定運営委員会では、協定している施設の維持管理は、各組織 

 

高屋 

高屋広域協定運営委員会の概要

■設立年月日：平成24年３月15日 
■所 在 地：東広島市高屋町
■農 地 面 積：田 274ha、畑５ha
■農業用施設：水路、ため池、農道
■取 組：農地維持支払、資源向上支払
　　　　　　（施設の長寿命化のための活動を含む）

が従来通りの方法で管理し、年間の活動は５月に開催する委
員会で決定しています。営農においては法人が相互に協力し
あい、農機具、水稲育苗、大豆や飼料米の刈り取り等に取り
組んでいます。また、年に３回、全ての組織が集まり事務処
理や活動内容の整理などの方法を確認する機会には情報交換
を兼ねた場になり、組織間の繋がりが強固となっています。

７組織の合併で広域化
集落間で協力して地域を守る

～高屋広域協定運営委員会～
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ら取り組みや体制づくりを行っています。女性会
が中心となり花壇の管理を毎月交代で続けている
ほか、遊休農地や農道法面にヒマワリやコスモス
などの植栽を行っています。また、施設の共同管
理や計画的な補修・整備への取り組みに於いては、
周辺から自然環境の美しさをほめられるようにな
り、今後は農地を有効的に活用し、活気ある地域
づくりを目指します。

水路蓋の補修 花壇づくりや手入れ

●「住みよい貞重」を目指して（貞重）
貞重地区は、（農）さだしげを中心に住みよい

地域づくりに取り組んでいます。「住民みんなで
守る」を活動のスローガンとして、子ども達との
田植え体験やもちつき大会、さだしげ女性会によ
る豆腐作りの見学など地元住民との交流を通して
地域の絆を強めています。農業用施設の共同管理
や清掃活動、水路管理はもとより農道補修、シバ
ザクラの植栽など農地の保全・環境の改善に務め、
若者が定住する貞重の将来像を描いています。

シバザクラの植栽 もちつき大会

●�非農家を取り込んだ環境美化活動で「癒しのス
ポット村づくり」を推進（重兼）
重兼地区の農地８割を作付する（農）重兼農場

を中心に、土地改良区、自治組織で構成されてい
ます。共同作業は自治組織で活動するほか、草刈
りや補修等維持管理事業では農家が中心となって
行っています。また、法面への防草シートの敷設
や農道法面へのシバザクラ、路側帯への花の植栽
活動等を行うとともに、非農家を対象とした環境
美化活動や体験農園での農作物の収獲などにおい

て、農村の持つ「癒し・防災・CO2削減」など多
面的機能の認識を感じてもらいながら「癒しのス
ポットむらづくり」を推進しています。

路肩・法面草の草刈り 花の植栽活動

●「相互扶助の精神」で農業・環境を守る！（造賀東）
造賀地区は平成15年に（農）ファーム・イース

ト造賀の設立を機に、地区全体で農業環境の整備、
活性化を図るため、本組織を設立しています。草
刈りや清掃活動、側溝の泥上げ清掃、水路補修な
ど施設の維持管理のほか地域内７か所に花壇の整
備やシバザクラの植栽を行っています。また、地
域内の一斉ゴミ清掃は「ふるさとをきれいに」と
いう合言葉に地域の連帯感を強めるとともに、絆
づくりの一環としても役立っています。

水路の補修 地域内の一斉清掃

●地域環境を守り続けて後継者育成へ（近信谷）
近信谷地区は、小規模な集落の特長を活かし、

強い結束力で、地域環境を守り続けています。水
路や農道の草刈りのほか、水田法面の草刈り作業
の軽減を目的に景観形成となるシバザクラの植
栽、補植など、景観維持に取り組んでいます。伐
採した竹を活用した地域交流を通じて連携を強
め、今後は地域活動の中心となる後継者育成にも
取り組んでいきたいと考えています。

側溝の泥上げ 地域交流　竹伐採処理
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お問い合わせ先 広島県農林水産局農業経営発展課：☎082-513-3557

「加工・業務用キャベツ生産」に向けた県内の動き

★キャベツの大規模栽培に興味のある方は、広島県農業経営発展課までご連絡下さい！

１ 県内の動き（その１）

協定書調印式

『広島県内初のイオン直営農場　来夏稼働』
○ 都市近郊型農業や、より効率を高めた大規模農業のビジ

ネスモデル確立を目指すイオンアグリ創造株式会社は、
来年８月広島県内で初となるイオン直営農場「イオン広
島安芸高田農場」を開場されます。

○ それに先立ち、10月７日（水）イオンアグリ創造株式会
社と安芸高田市により「農業参入に関する協定」が締結
されました。

〇 イオン広島安芸高田農場では、約12haの農地を活用さ
れ、キャベツや白菜、ブロッコリーなどを生産され、イ
オン系列の店舗に供給されるとともに、20名程度（パー
トを含む）の雇用が創出されます。

○ また、高宮町羽佐竹地区には、地域の農業法人等５経営
体が、効率的な農業を目指し、参入されることとなって
います。

２ 県内の動き（その２）
『キャベツ収穫機の実演会を開催』
〇 加工業務用キャベツの大規模栽培を進めるためには、労

務負担の大きい収穫作業の効率化が、たいへん重要です。
〇 このため、キャベツの機械化体系（定植・収穫）の実現

にむけ、栽培実証試験の一環として、北広島町西八幡原
において、ヤンマーアグリイノベーション株式会社の協
力を得て、６月30日（火）定植機の実演に続き、９月８
日（火）収穫機の実演会を開催しました。

6/30　乗用全自動定植機実演会

9/8　収穫機実演会

〇 当日は、生産者15名、農業関係者31名が参加しました。
〇 今後とも、キャベツの大規模栽培に意欲的に取組まれる経営体を支援して参ります。

①②



広島県換地等強化事業及び
広島県管理円滑化事業の各推進委員会の開催

去る７月14日（火）、広島県土地改良会館にお
いて、水土総合強化推進事業に基づき「広島県換
地等強化事業推進委員会（委員６名、他幹事等５
名）」及び「広島県管理円滑化事業推進委員会（委
員４名、他幹事等８名）」が下垣委員長（県土連
副会長常務理事）の挨拶により開催されました。

各委員会では、平成26年度の実績及び決算の
報告、平成27年度における事業及び予算の計画

（案）について、委員長の進行により、事務局の
報告・説明から審議が行われ、原案どおり承認さ
れました。

去る８月３日（月）から７日（金）までの日程で、
広島県土地改良会館において、広島県換地等強化
事業により「新規担当者（兼換地計画実務）研修」
を開催しました。

広島法務局民事行政部、広島県農林水産局、県
土連換地士を講師として、県下の換地に携わる担

当職員（延べ32名：県、市町、土地改良区）が各
種関係法令、代位登記、確定測量、換地基礎調査
から換地計画作成等について熱心に受講されまし
た。また新規担当者には、最終日に修了証書の授
与を行うなど今後の換地業務の円滑な推進に、ご
尽力いただけることを期待します。

平成27年度新規担当者（兼換地計画実務）研修の開催

詳細等お問い合わせ・参加申し込み先
☎082-874-3311　安佐南区役所祇園出張所内（水土里ネット祇園町外二ケ町　事務局　高橋）

水土里ネット祇園町外二ケ町主催のウォーキングイベント
　「八木用水の歴史を訪ねて」が次のとおり開催されます。
　是非ご参加ください。
■開 催 日：平成27年11月14日（土）　雨天決行
■集合場所：JR大町駅（8：50分）
■参 加 費：1,000円（保険代、バス代、軽食代含む）

ウォーキングイベント「八木用水の歴史を訪ねて」開催のお知らせ

換地等強化事業推進委員会での下垣委員長挨拶

平成27年度（第54回）農林水産祭天皇杯（農産部門）を農事組合法人「ファーム・おだ」が受賞し
ました。「ファーム・おだ」は107ヘクタールの集落営農法人で、米粉パン工房の運営など６次産業
化への取り組みが評価されての受賞となりました。

●平成27年度（第54回）農林水産祭天皇杯（農産部門）を
　農事組合法人「ファーム・おだ」が受賞
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青年農業家インタビュー
Young man farmer Interview

「青年農業家インタビュー」第２弾は、三次市大田幸町の上
かみ
井
い
田
だ
地区でブドウ栽培を中心に、水稲や

菊の栽培に取り組みながら独自の農業スタイルの確立を目指されている、芝
しば
床
とこ
直
なお
樹
き
さんにお話しを伺い

ました。

――上
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井
い

田
だ

ブドウ園の概要と就農へのきっかけをお聞かせください
上
かみ
井
い
田
だ
ブドウ園は昭和39年、祖父母の代に農家８戸が農事組合法人を設立し、父母の代を経て50年

が経過しています。私の代で３代目となり、母と２人でおもな作業を担っていますが、従事して13年
が経過しました。現在は農家４戸の任意組合として活動を行い、共同出荷や共同購入などの利点を活か
しながら個々の農家が直売・決算を行う独立採算制をとっています。
就農のきっかけは、大学在学中に父が大病を患い、家業を継いでほしいと頼まれたことがきっかけで
すが、代々農家をやっていたので迷いなく飛び込めました。

――経営者としても多くの経験を積まれて、取り組んでよかったことをお聞かせください
ブドウ栽培と水稲を今まで作っていましたが、私の代から菊（20a）の栽培も始めました。ブドウの
収穫は８月中旬から９月一杯となるなか、品種によっても収穫時期のピークが異なり、年間の作業分散

上
かみ

井
い

田
だ

ブドウ園　芝床直樹

青年農業家たちの昨日・今日・明日
～3代目農業家の出発は「地域に可愛がられてこそ」～

ぶどう園の概要
所在地 三次市大田幸町2766
構成員 ２名
面積（ha） 4.8ha
作物内訳（ha）ブドウ（2.9ha）、水稲（1.7ha）

菊（20a）
おもな
ぶどう品種

べりーＡ、ピオーネ、
シャインマスカット、
安芸クイーン、シャルドネ、
メルロー　他６種

ブドウ園のほ場
（写真右）

ワイン用の
べりーＡ
（写真左）

――技術面などに不安はありませんでしたか
父と一緒に農業をやれた期間は１年で、就農２年目でい
きなり経営者になってしまい資金面も含めて考えることが
大変でした。三次市の農業青年クラブの仲間たちを逐一質
問攻めにしたり、あとは地域の人に助けられて。（笑）
誰もが包み隠さず指導してくれたことが、本当に助かっ
ています。身近な同世代の農業者たちとの会話や、暖かく
見守り続けてくれた地域の人達抜きにはこの仕事は成り立
たない。と思っています。地域に可愛がられてこそ、と振
り返ります。 祖父母からの受け継いだブドウ園を守る芝床直樹さん
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が可能となっています。10月に稲刈り、冬期においては低コスト化に向けた取り組みの検討、施設の
修繕などの管理作業に充てています。年間を通してみると、８月上旬が季節雇用の方が手隙の時期でも
あったので作業のできる菊はどうかと考えました。やってみたら土地をうまく活用した菊の栽培は、利
益率で勝負できる反面、手作業も多く、今後は作業の効率化へ向けた改善が課題だと思います。
生食用ブドウは主に直販として取り組んでいますが、口コミから年々足を運ばれる方が増え、現在は
300件以上の顧客を抱えるなか、取り入れたのが顧客管理ソフトです。ＤＭの発送や情報提供、受注販
売のタイミングを計れるなど、配送作業の省力化に大変役立っています。また、中学生の頃自然災害で
ブドウが落ちた経験から、自然災害のリスク軽減にもなると導入を決めました。毎年同じ時期に注文で
きるという安心感は、お客さんの定着につながり、お客さんが増えてもソフトがあることで個々のニー
ズへ敏速な対応が可能になっています。

――顧客のニーズに対応するために工夫した点をお聞かせください
ブドウ（2.9ha）のうち７割をワイン用に出荷していますが、安定的な経営をしていくには、長期的
な計画で生食の比率を少しでも増やしていきたいと考えています。顧客の好みも多様化し、その年ごと
に人気のある品種の傾向も変わっていくなかで温暖化などの気象状況の変化に即応できるブラックビー
トの品種は一定の甘さに加え色づきの良さや、ポリフェノール含有率の高さが特徴で、贈答品や詰め合
わせへの幅が広がります。また華やかな色合いや食べ比べも楽しめるよう、べりーＡやピオーネ、安芸
クイーンなどを含めた10品種のブドウを栽培しています。「どのタイミングで何を植えるか。」を見通し
ながらお客さんの希望に沿えるようなブドウ作りで、喜んでいただけるのは直販ならではの強みであり、
信頼関係も築いていける。と確信しています。

――今後の課題や思いについて
現在は母と二人でブドウ園を営み、母にベリーＡの管理を一任しています。ベリーＡは市場出荷して
いる品種で人気も高く、母以外の担い手さんにも管理を任せていけるように指導していければ、と考え
ています。

――インタビューを終えて
「今日もこのあとは祭りの太鼓の練習で。」とお祭りを筆頭に、地域行事の数々を楽しそうに話してく
ださいました。農業は「地域の人に可愛がられてこそ」と３代目農業家として地域に根付いた言葉が印
象的で、「暖かい見守りとフォロー」があったからこその「今」なのだと感じました。お忙しいところ快
く取材に応じていただきありがとうございました。

シャインマスカット、瀬戸ジャイアンツ（左）、
べりーＡ（右）いずれも生食用

袋を取り除き、シャインマスカット収獲
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